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　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（平成2年9 月1日現在）

世帯数　58,317世帯（前月比56世帯減）

人　ロ　177,188人（前月比105人減)

　　男　87,703人

　　女　89,485人

紫式部

・

ｌ

検
討
委
員
会
か
ら
報
告
受
け

募
集
要
項
ま
と
ま
る

　
市
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
Ｌ
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
『
紫
式
部
文
学
賞
』
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会
を
設
け
、
審
議
を
重
ね
｀
て
き

ま
し
た
。
こ
の
程
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
上
田
篤
・
同
委
員
会
委
員
長
が
市
長

に
報
告
し
ま
し
た
。
報
告
で
は
、
女
性
作
家
を
対
象
と
し
た
「
紫
式
部
文
学
賞
Ｌ
と
、

市
民
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
Ｌ
の
二
賞
を
制
定
す
る
こ
と
を
中

心
に
提
言
。
こ
の
報
告
を
受
け
、
両
賞
の
募
集
要
項
を
決
め
、
今
後
、
賞
の
実
施
の

ほ
か
関
連
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
宇
治
は
、
「
源
氏
物
語
」
宇
治
十

帖
の
舞
台
と
な
っ
た
地
。
そ
の
作

者
、
紫
式
部
に
ち
な
ん
だ
文
学
賞
・

「
紫
式
部
文
学
戸
創
設
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
元
だ
「
ふ

る
さ
と
創
生
」
ア
イ
デ
ア
の
中
か

ら
選
ぱ
れ
た
の
は
、
昨
年
の
九
月

で
し
た
。

　
市
で
は
、
「
文
学
戸
の
実
施
に

向
け
、
モ
の
取
昨
疸
み
な
芦
勢
調

査
・
検
討
す
る
た
め
、
今
年
三
月

に
「
紫
式
部
文
学
戸
検
討
委
員

心
一
夕
設
置
し
、
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
検
討
委
員
会
で
は
、
熱

心
か
つ
慎
重
に
検
討
、
論
議
を
重

ね
、
九
月
三
日
、
上
田
篤
・
同
委
員

取
る
池
本
市
長
（
右
）
（
九
月
三
日
）

会
委
員
長
か
ら
市
長
に
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
報
告
で
は
、
「
紫
式
部
文
学
戸

と
「
紫
式
部
市
民
文
化
戸
の
二

賞
の
制
定
舎
塞
言
し
て
い
ま
す
。

　
「
文
学
賞
」
は
推
薦
で

　
「
紫
式
部
文
学
戸
は
、
「
文
化

都
市
宇
治
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、
伝

統
あ
る
女
性
文
学
の
継
承
・
発
展

に
貢
献
に
エ
シ
と
い
ラ
亀
の
で
す
。

　
紫
式
部
自
身
が
作
家
、
歌
人
、

随
筆
家
と
多
才
な
人
だ
っ
た
こ
と

を
受
け
、
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
奎
ム
く

し
、
ほ
ぽ
文
学
全
般
。
募
集
は
女

性
作
家
を
対
象
と
し
、
公
募
で
は

な
ぐ
推
薦
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
文
化
賞
」
は

　
男
女
を
問
わ
ず

　
ま
た
、
「
紫
式
部
市
民
文
化
戸

は
、
「
文
化
都
市
宇
治
」
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
文
化
を
、
市
民
自
ら
の

手
で
っ
く
り
あ
げ
ぷ
っ
と
い
ラ
も

の
で
、
ジ
ャ
ン
ル
は
文
学
作
品
と
、

文
学
・
歴
史
・
民
俗
な
ど
の
研
究
。

募
集
は
男
女
を
問
わ
ず
、
市
民
も

「
源
氏
物
語
」
の
舞
台
に

　
　
　
ふ
さ
わ
し
い
文
化
を

　
　
　
宇
治
市
長
　
池
本
正
夫

　
こ
の
度
、
「
紫
式
部
文
学
戸

と
「
紫
式
部
市
民
文
化
戸
を
創

設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

自
治
体
が
女
性
の
た
め
の
文
学

賞
を
制
定
す
る
の
は
、
全
国
で

も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
「
源
氏
物
語
」
は
、
我
が
国
が

世
界
に
誇
る
Ｗ
ｆ
ｆ
ｌ
;
文
学
で
あ
り
、

他
に
類
か
見
な
い
長
編
女
性
文

学
で
す
。
常
治
は
そ
の
最
後
の

「
宇
治
十
帖
」
の
舞
台
と
な
っ
て

い
求
ｙ
し
、
「
源
氏
物
語
」
の
背

景
と
な
っ
て
い
る
平
安
王
朝
文

化
の
香
り
を
と
ど
め
る
平
等
院

が
あ
る
な
ど
、
歴
史
・
文
化
と

も
深
い
か
か
わ
り
夕
痔
っ
て
い

し
ぐ
は
市
内
に
在
学
・
在
勤
の
人

か
ら
の
公
募
に
よ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
市
で
は
こ
の
提
言
の
内
容
牽
十

分
尊
重
し
、
そ
の
趣
旨
に
沿
ラ
募

集
要
項
夕
荻
め
ま
し
た
。

　
今
後
、
両
賞
と
も
要
項
に
従
っ

て
募
集
・
選
考
を
行
い
、
賞
を
決

定
し
、
平
成
三
年
十
一
月
に
は
、

受
賞
式
と
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
歴
史
資
料
館
で
は
「
源

氏
物
語
特
別
展
」
、
中
央
図
書
館
で

は
源
氏
物
語
関
連
図
書
マ
ー
ナ
ー

の
設
置
を
、
ま
た
宇
治
十
帖
史
跡

の
散
策
路
の
整
備
な
μ
石
進
め
て

い
孝
示
す
。
　
　
　
（
企
画
課
）

ま
す
。
「
源
氏
物
声
の
作
者

「
紫
式
部
」
に
ち
な
ん
だ
両
賞
を

創
設
す
る
こ
と
は
、
単
に
文
化

行
政
の
一
つ
の
事
業
に
Ａ
Ｐ
Ｍ

ら
す
、
「
文
化
都
市
宇
治
」
の
イ

メ
１
‐
‐
ジ
ア
ッ
プ
と
地
域
の
振
興

に
大
４
ぐ
寄
旱
葛
こ
と
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
今
後
、
文
学

賞
の
取
り
組
み
と
共
に
、
関
連

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通

し
て
、
観
光
の
活
性
化
や
市
民

の
文
化
活
動
の
推
進
、
ふ
る
さ

と
意
識
の
育
成
な
ど
を
積
極
的

に
図
っ
て
参
ひ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
）

　
小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随
筆
・
詩

歌
・
翻
訳
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
（
詩
歌
は
5
0
編
程
度
必

要
）
。
日
本
語
の
作
品
に
限
る

　
（
作
品
の
推
薦
〉

　
公
募
は
行
り
ず
。
全
国
の
作

家
・
文
芸
評
論
家
・
新
聞
社
・
出

版
社
な
ど
、
及
び
市
民
か
ら
選

ば
れ
た
若
干
の
推
薦
人
か
ら
推

募集

薦
か
受
け
る

　
（
作
品
の
要
件
）

①
作
者
が
女
性
で
あ
る
こ
と

②
平
成
元
年
ｔ
月
１
日
か
ら
平

　
成
３
年
１
月
3
1
日
ま
で
に
刊

　
行
さ
れ
た
も
の

　
（
推
薦
受
付
期
間
）

　
平
成
３
年
ｔ
月
１
日
甲
５

月
3
1
日
胞
（
消
印
有
効
）

　
（
発
表
・
受
賞
式
）

　
発
表
は
平
成
３
年
1
0
月
ご
ろ
。

受
賞
式
は
同
年
Ｈ
月

　
（
賞
品
・
賞
金
）

①
受
賞
者
は
人
た
だ
し
、

　
ふ
さ
わ
し
い
作
品
が
な
い
場

　
合
は
該
当
な
し
と
し
。
優
劣

　
を
つ
け
が
た
い
愕
回
複
数

　
あ
る
場
合
は
Ｉ
人
も
可

②
正
賞
と
副
賞
２
０
０
万
円

紫
式
部
市
民
文
化
賞

受
け
付
け
は
来
年
４
月
１
日
～
５
月
3
1
日

作
品
の
ジ
ャ
ン
ル

　
小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随

筆
・
紀
行
・
童
話
・
詩
歌
な

ど
の
文
学
作
品
か
、
文
学
・

歴
史
・
民
俗
な
ど
の
研
究

（
詩
歌
は
2
0
編
程
度
必
要
）
。

日
本
語
の
作
品
に
限
る

　
作
品
の
要
件

　
公
募
。
新
作
ま
た
は
、

平
成
元
年
４
月
１
日
か
ら

同
３
年
３
月
3
1
日
ま
で
に

刊
行
さ
れ
た
も
の

　
作
品
の
規
格

①
原
稿
作
品
ヽ
雑
誌
（
屡
じ

　
る
か
製
本
さ
れ
た
も
の
）

　
か
単
行
本
と
し
て
印
刷

　
さ
れ
た
も
の

②
原
稿
作
品
は
、
4
0
0
字
詰

　
め
原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
縦

　
書
き
）
に
限
る
（
ワ
ー
プ

　
□
原
稿
も
同
様
な
ら
可
）

　
応
募
資
格

①
応
募
の
時
点
で
、
市
内

　
に
在
住
・
↑
仕
勤
・
在
学
し

　
て
い
る
人

②
性
別
・
自
薦
・
他
薦
の

　
別
は
問
わ
な
い

　
応
募
方
法
①
原
稿
作
品
は
、
題
名
・
氏

　
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

　
生
年
月
日
・
性
別
・
勤

　
務
先
（
通
学
先
）
を
書
い

　
た
表
紙
を
付
け
恥
じ
る

　
こ
と

②
雑
誌
・
単
行
本
は
、
別
紙

　
に
①
の
項
目
を
書
き
添

　
え
る
。
雑
誌
等
は
、
応
募

　
作
品
の
個
所
に
見
出
し

　
紙
を
は
る
こ
と

③
点
字
作
品
は
墨

　
訳
す
る
こ
と

④
他
薦
に
よ
る
応

　
募
は
、
推
薦
者

　
の
住
所
・
氏
名
・

　
電
話
番
号
を
明

　
記
の
こ
と

　
応
募
期
間

　
平
成
３
年
４
月

１
日
目
～
５
月
3
1

日
圀
（
消
印
有
効
）

（
選
考
委
員
）

　
左
表
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

（
主
催
）

　
宇
治
市
・
市
教
育
委
員
会

（
問
い
合
わ
せ
先
〉

　
宇
治
吊
企
固
課
企
画
係
（
〒

6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
内
線
２
３
６
）

選考委m名薄（50音順）

氏　名 専　門・職業等

梅原　猛 国際日本文化研究センター所長

大庭みな子小説家

瀬戸内寂聴小説家

竹田　青嗣文芸評論家

多田遣太郎京都大学名誉教授

発
表
・
授
賞
式

　
発
表
は
平
成
３
年
1
0
月

ご
ろ
。
受
賞
式
は
同
年
1
1

月 商
品
・
賞
金

　
受
賞
者
は
２
人
以
内
、

正
賞
と
副
賞
3
0
万
円

選
考
委
員

表
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

　
主
催

宇
治
市
・
市
教
育
委
員
会

（
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
）

　
宇
治
市
企
画
課
企
画
係

（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
内
線

２
３
６
）

選考委員名簿(50音順）

氏　名 専　門・職業等

木股知史相愛大学助教授

塩見啓子歌　　人

鈴木貞美国際日本文化研究センター助教授

坪内稔典京都教育大学教授

水川喜夫神戸女子大学瀬戸短期大学教授

宮城宏 甲南女子大学教授

山路m造 京都市歴史貴料館主幹

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1161

｢文学賞｣と｢市民文化賞｣を創設

紫式部文学賞

募集要項



９月24日～10月１日清掃週間

快適な環境づくりを

分
別
・
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

　
近
年
、
地
球
的
規
模
の
環
境
問
題
が
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ

の
問
題
の
多
く
は
、
私
た
ち
の
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
、

い
わ
ゆ
る
「
ご
み
」
が
、
何
ら
か
の
形
で
地
球
環
境
に
影
響
を
与
え

て
い
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
の
生
活
が
あ
る
と
こ
ろ
に

は
必
ず
ご
み
が
生
じ
ま
す
。
住
み
よ
い
地
球
環
境
と
豊
か
な
社
会
を

築
く
た
め
、
こ
の
ご
み
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
Ｉ
清
掃
週
間

　
（
九
月
二
十
四
日
～
十
月
一
日
）
を
機
会
に
、
今
一
度
、
ご
み
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
期
間
中
、
楽
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
増
え
続
け
る
ご
み

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
年
々
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
宇
治
市
で

排
出
さ
れ
る
家
庭
ご
み
の
量
は
、

年
間
約
四
万
六
千
ト
ン
、
一
日
に

百
二
土
ハ
ト
ン
に
の
ぽ
っ
て
い
ま

す
。
Ｌ
か
も
、
そ
の
量
は
年
々
増

え
続
け
て
お
り
、
ご
み
処
理
に
要

ト
町
内
会
な
ど
で
取
り
組
む
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は

　
資
源
の
再
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
（
８
月
2
2
m
、

　
木
幡
御
園
で
）

す
る
費
用
は
年
間
一
七
億
五
千
万

円
、
市
民
一
人
当
た
り
九
千
九
百

円
も
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
経
費
は
す
べ
て
皆
さ
ん
の
貴

重
な
税
金
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

経
費
が
膨
ら
Ｕ
だ
け
で
な
く
、
ご

み
処
理
施
設
そ
の
も
の
も
飽
和
状

態
に
達
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
分
別
収
集
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
、
燃
え
る

ご
み
に
つ
い
て
は
折
居
清
掃
工
場

で
焼
却
さ
れ
、
燃
え
な
い
ご
み
に

つ
い
て
は
奥
山
埋
立
セ
ン
タ
ー
と

仙
郷
山
埋
立
地
で
埋
め
立
て
処
分

さ
れ
て
い
康
ｙ
。

　
近
年
、
ご
み
の
質
は
多
様
化
し
、

焼
却
工
場
の
炉
は
化
学
反
応
炉
の

ぷ
ワ
に
な
っ
て
い
車
ｙ
。
公
害
防

止
に
は
万
全
の
施
設
で
す
が
、
そ

れ
で
も
好
ま
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
も
し
、
’
燃
え
な
い
ご
み
を
焼
却

工
場
に
持
っ
て
い
く
と
、
無
駄
な

経
費
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
焼

却
効
姿
謀
芯
、
焼
却
炉
を
痛
め

る
ほ
か
、
有
害
物
の
発
生
原
因
に

も
な
り
季
子
。

　
効
率
の
よ
い
ご
み
処
理
と
適
正

処
理
の
た
め
に
、
分
別
収
集
に
協

力
を
お
願
い
に
歪
す
。

ち
よ
つ
と
し
た
工
夫
で

　
　
　
″
ご
み
減
ら
し
″
を

　
ご
み
の
中
味
か
工
く
調
べ
る
と
、

ま
だ
十
分
使
え
る
も
の
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
回
収
す
れ
ば
資
源

化
で
き
る
も
の
も
相
当
量
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
努
力
に
よ

っ
て
、
ご
み
を
も
っ
と
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
　
〈
手
近
に
で
き
る

　
　
　
　
　
ご
み
減
ら
し
〉

２
　
炭
か
ら
の
生
ご
み
は
、
十
分

　
水
切
り
を
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

　
　
（
半
分
以
下
は
水
分
で
す
）
。

つ
ご
み
の
三
〇
％
は
、
包
装
材
や

　
容
器
で
す
。
包
装
の
な
い
商
品

　
を
買
う
ま
う
に
心
掛
け
、
ト
レ

　
ー
な
ど
容
器
に
入
っ
た
も
の
を

　
買
わ
ず
、
無
駄
な
包
装
は
断
わ

　
る
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
使
い
捨
て
容
器
よ
り
ビ
ン
に
入

　
っ
た
も
の
を
買
い
、
で
き
る
も

　
の
は
ビ
ン
を
返
し
て
ビ
ン
代
も

　
返
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
（
返

○
不
用
と
な
っ
た
家
具
、
電
気
製

　
品
、
子
供
用
品
な
芦
ほ
、
不
用

　
品
交
換
登
石
荊
し
て
、
お
互

　
い
に
交
換
し
た
り
譲
っ
た
り
し

　
ま
し
ょ
う
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
す
す
め

　
私
た
ち
が
毎
日
出
す
ご
み
の
中

に
は
、
沓
鉉
と
し
て
再
利
用
で
き

る
も
の
が
少
な
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
宴
琴
肴
効
に
活
用
す

る
再
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
運
動

を
進
め
る
こ
と
は
、
田
ご
み
の
減

量
に
役
立
ち
口
地
球
環
境
の
保
全

と
資
源
牽
ハ
切
に
す
る
心
を
育
て

ぼ
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
と
い
ラ
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
で
は
、
収
集
後
の

処
理
に
社
会
福
祉
団
体
と
提
携
し

た
事
業
政
巳
指
し
て
い
未
了
。

　
息
冒
や
子
供
会
、
各
種
グ
ル

‐
‐
プ
が
実
施
す
る
地
域
の
集
団
回

収
や
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
積

極
的
に
参
加
・
協
力
Ｌ
笙
し
ょ
う
。

　
〈
主
な
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

　
　
　
　
　
　
　
　
出
し
方
〉

　
古
紙
・
衣
料
・
：
新
聞
、
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
衣
料
な
ど
種
別
に

分
け
、
チ
リ
紙
交
換
業
者
、
再
生

資
源
業
者
に
出
す
。
ま
た
は
各
団

体
が
取
り
組
む
集
団
回
収
、
市
の

古
紙
回
収
事
業
（
※
）
に
出
す
。

　
空
き
缶
・
‐
・
飲
食
缶
は
買
っ
た
店

の
空
き
缶
回
収
箱
に
返
す
。
ま
た

は
再
生
資
豚
業
者
や
市
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
に
出
す
。

　
空
き
び
ん
・
ガ
ラ
ス
・
ふ
吉
ひ

ん
（
ビ
ー
ル
・
酒
・
し
ょ
う
ゆ
・
ジ
ュ

　
本
市
を
は
じ
め
三
市
三
町
と

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
構
成
す

る
清
掃
週
間
実
行
委
員
会
で
は
、

散
乱
ご
み
追
放
、

資
原
の
有
効
利
用

な
公
有
的
と
し

た
子
供
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
リ
サ
イ
ク

ル
市
な
ど
の
催
し

を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
９
月
2
3

　
日
面
、
午
前
1
1

　
時
１
午
後
１
時

　
―
‐
・

▼
と
こ
ろ
・
：
折
居

　
清
掃
工
場
（
太

　
陽
が
丘
南
隣
）

▼
内
容
・
：
ｏ
子
供

　
キ
ャ
ン
マ
ー
ン

散乱ごみ追放キャンペーンと

　　　　リサイクル市

―
自
宅
周
辺
に
散
乱
し
て
い

る
空
章
ぼ
言
個
以
上
持
参

す
る
と
、
金
魚
・
ス
ー
パ
ー
ボ

Ｉ
ス
な
ど
）
は
販
売
店
に
引
き
取

っ
て
も
>
ｉ
ｆ
ｌ
.
ｎ
。
ま
た
は
、
再
生
資

源
業
者
や
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

（
※
）
に
出
す
。

　
耐
久
消
費
材
・
・
・
電
気
製
品
、
家

具
な
ど
は
下
取
Ｓ
ｆ
ｌ
ｇ
と
し
て
販
売

店
に
引
き
取
っ
て
ち
ら
つ
。
ま
だ

使
え
る
も
の
は
、
市
の
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
登
録
し

て
再
利
用
す
る
。

　
※
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
と
古

紙
回
収
事
業
は
、
個
人
の
取
り
扱

い
で
は
な
ぐ
、
息
置
な
ど
の
団

体
単
位
で
の
実
施
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
事
故
防
止
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
最
近
、
ご
み
の
収
集
中
や
処
理

中
に
事
故
が
多
発
し
て
い
乖
ｙ
。

爆
発
や
火
災
の
恐
れ
が
あ
る
危
険

な
Ｑ
み
が
増
え
て
き
た
の
が
原
因

　
Ｉ
ル
す
く
い
、
ト
レ
ー
グ
ラ

　
イ
ダ
ー
作
ぴ
が
で
き
ま
す
。

ｏ
リ
サ
イ
ク
ル
市
亙

　
　
　
　
　
る
。
ご
み
″
を

　
　
　
　
　
展
示
し
、
ご
希

　
　
‘
　
　
望
の
人
に
無
料

　
　
う
　
　

で
お
譲
り
し
ま

　
　
I
S
　
　
　
　
　
　

Ｋ
　
ｍ
Ｍ
Ｖ

　
　
集
　
　
の
不
用
品
の
持

　
　
｀
　

念
宕
箆

て
工
　
　
（
た
だ
し
、
持
ち

つ
掃
　
　
込
み
持
ち
帰
り

四

　 　　 　
｀
　
　

は
各
自
で
貴
任

缶
折
　
を
）
。
受
け
付
け

　 　
3
　
　
　 　
　
　
　
　
は
午
前

１１

　　
時
半

　
’
　
　
　
　
ま
で
。
抽
選
は

　
　
　
　
　
正
午
か
ら
。

　
　
　
　
○
清
掃
施
設
見
学

　
心
一
＝
折
居
清
掃
工
場
の
見
学

　
と
ビ
デ
オ
に
よ
る
視
聴
。

　
　
　
　
　
（
清
掃
事
務
所
）

で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心

掛
け
で
事
故
が
防
止
で
茫
乎
。
。

　
次
の
こ
と
を
守
っ
て
事
故
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
・
携
帯
用
ガ
ス

　
ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
必
ず
ガ
ス
を

　
抜
き
、
穴
を
あ
げ
て
か
ら
出
し

　
て
ぐ
だ
さ
い
。

○
刃
物
・
針
・
割
れ
物
な
ど
は
厳

　
重
に
包
装
鴛
ま
た
、
割
れ
や

　
す
い
物
に
は
、
「
割
れ
物
」
と

　
表
示
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
中
の
灯
油

　
金
星
に
抜
き
取
り
、
乾
電
池

　
奮
苔
出
し
て
か
ら
出
し
て
ぐ

　
だ
さ
い
。

Ｏ
取
り
扱
い
を
誤
る
と
事
故
を

　
招
く
恐
れ
の
あ
る
ご
み
（
ガ
ス

　
ボ
ン
ベ
、
消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ

　
ー
な
ど
）
は
、
買
っ
た
店
か
専

　
門
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て

　
く
だ
さ
い
。
　
（
清
掃
事
務
所
）

　
国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
む

す
べ
て
の
人
を
対
象
に
行
い
ま

す
。
国
内
に
住
む
外
国
人
も
、

対
象
に
な
り
毒
了
。

　
九
月
二
十
三
日
旧
か
ら
干
月

七
日
囲
ま
で
、
総
務
庁
が
任
命

し
た
調
査
員
が
、
皆
４
ん
の
お

査
に
あ
た
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
の
主
な
特
徴
は
、

増
加
す
る
高
齢
者
の
、
就
業
状

況
や
世
帯
の
状
況
な
ど
を
調
べ

る
こ
と
、
都
市
部
へ
の
人
口
集

中
に
伴
う
、
人
口
の
移
動
や
通

勤
・
通
学
の
実
態
を
調
べ
る
こ

と
。
さ
ら
に
、
外
国
と
の
交
流

が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
増
加
す

る
、
日
本
に
住
む
外
国
人
の
男

女
別
・
年
齢
別
の
人
口
、
居
住

状
況
や
就
業
状
態
な
ど
を
調
べ

る
こ
と
で
す
。

　
集
め
ら
れ
た
資
料
は
、
平
成

二
年
十
二
月
に
、
男
女
別
人
口

や
世
帯
数
に
つ
い
て
、
結
果
が

公
表
さ
れ
未
了
。
三
年
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
結
果
が
公
表
さ
れ

ま
す
。

宅
か
訪
問
し
、
調
喜
男
配
布
　
　
な
お
、
調
喜
汪
直
接
機
械

と
回
収
夕
行
い
ま
す
。
宇
治
市
　
に
読
み
取
ら
せ
李
ゐ
で
、
折

で
も
、
約
千
人
の
調
査
員
が
調
　
ひ
曲
げ
た
り
、
汚
し
た
り
し
な

い
ふ
つ
注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
入
洽
れ
る
と
き
は
、

必
ず
、
鉛
筆
忿
便
用
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
万
年
筆

は
、
黒
色
で
も
便
用
で
き
ま
せ

ん
。

　
国
勢
調
査
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
に
利
用
す
る
、

重
要
な
資
料
に
な
る
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）
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廃
棄
股
火
器
に
よ
る

事
故
を
防
ご
う
！

　
事
業
所
や
家
庭
で
、
老
朽
化

に
よ
り
不
用
に
な
っ
た
消
火
器

を
不
用
意
に
処
分
し
た
た
め
、

子
供
た
ち
が
い
た
ず
ら
し
て
、

破
損
・
人
身
事
故
欠
起
こ
し
た

例
が
、
全
国
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
長
期
間
使
用
し
て
い
る
も

の
や
維
持
管
理
が
悪
い
も
の
は
、

消
火
器
の
底
部
や
キ
ャ
″
プ
が

腐
食
し
た
り
し
て
、
危
険
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
加

圧
式
容
器
に
つ
い
て
は
、
古
く

な
っ
て
も
圧
力
容
器
に
変
わ
り

な
く
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
容
器
内
部
全
体
に
圧

力
が
か
か
り
、
破
損
な
ど
の
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
不
用
に
な
っ
た
消

火
器
は
み
だ
り
に
捨
て
た
り

燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
た

公
芋
、
消
火
器
販
売
業
者
な

芦
専
門
業
者
に
依
頼
し
、
安
全

な
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
常
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
も
十
分
注
意
し
、
長
期

間
使
用
し
て
い
る
も
の
や
、
容

器
の
表
面
・
キ
ャ
ッ
プ
が
さ
ぴ

た
り
、
変
形
・
損
傷
し
て
い
る

も
の
は
、
一
度
専
門
業
者
の
点

検
を
受
け
、
安
全
を
確
か
め
ま

し
ょ
う
。

　
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
の
廃

棄
・
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
消
防
（
分
）
署
へ

問
い
合
わ
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

・
中
消
防
署
吊
役
所
横
）
豊
2
2
・

０
１
１
９
・
東
宇
治
消
防
分
署

（
宇
治
小
学
校
横
）
　
萱
3
1
・
８
７

５
９
・
西
消
防
署
（
西
宇
治
高

校
南
側
）
豊
2
0
･
Ｃ
Ｏ
９
０
０
・
伊

勢
田
消
防
分
署
（
府
道
城
陽
宇

治
線
、
旧
召
緑
小
倉
小
学
校

南
２
０
０
ロ
）
豊
4
3
・
４
７
８
０

・
横
島
消
防
分
署
（
横
島
小
学

校
裏
、
京
Ｅ
バ
イ
パ
ス
側
道
沿

い
）
酋
2
4
・
5
1
0
5

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

1162

廃棄消火器による事故防止

ポイント

廃棄消火器は、ところ構わ

ず放置しないこと

廃棄消火器は、自分で分解

しないこと

廃棄消火器は、専門業者に

依頼し、安全に処理するこ

と。

廃棄消火器は、絶対に放射しないこと

く
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
に

～空き缶を持って

　　　折居清掃工場に集まろう～

ゴミの不法投棄

通報してください

国勢調査は
こうして行
います
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l　　　　　解放文化祭の日程・内容

９月22・23日木幡河原隣保館で

　
第
十
五
回
河
原
解
放
文
化
祭

（
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
会
主
催
）
が

九
月
二
十
二
日
出
・
二
十
三
日
間

の
二
日
間
、
木
幡
河
原
隣
保
館
で

開
か
れ
乖
ｙ
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
（
新
た
な

文
化
の
創
造
～
か
わ
ら
っ
子
の

ふ
る
さ
と
を
め
ざ
し
て
～
〉
。
「
動

き
の
あ
る
文
化
祭
」
を
目
指
し
、
ま

つ
り
の
広
場
で
の
出
し
物
や
町
内

の
考
兄
方
を
パ
ネ
ル
化
し
た
テ
ー

マ
展
示
な
芦
苓
中
心
に
、
町
内
・
外

の
多
く
の
協
力
団
体
に
よ
る
多
彩

な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
和
問
題
を
共
に
考
え
る
機
会

と
し
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
2
日
出
・
2
3
日

面
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
河
原
隣
保

館
▼
内
容
・
：
左
表
の
と
お
り
▼
問

｜ こヽ≪? 9 )I22日巾 9月23日(II)

テーマ腱示

午前io時～午it4時
．「かわらっ子のふるさとをめざして」

　　(パネル展示）

．「かわらっ子コーナー」

　　（パーティー,ワークショ･･,プなど）

作品腱示

午前iO時～午i*4時

●パソコンコーナー
・生iS資糾展示-81の子しぽり～
・-f-供会作品
・中学生会作品
･ み保護者会作品
・ｆ芸f(字教室作品

まつりｸﾞ厄場

午後l時半-4時半午iiio時半-午後3時李

・しかけ紙芝居
・かわらつ-f-劇団
・手作り遊び(丸太工作)
・<tiの子しぼ'lの実演
・宇治共同作笑所コーナー

膜　擬　店 午･mm半～午後3時半午釦o時半～午後2時

OPEN

THE

WINDOW

オ

ープン・ザ・ウインドウ

男
女
が
互
い
の
人
格
を
尊
敬

　　
し
合
い
、
生
息
舌
と
暮
ら
す

一
た
め
に
は
、
男
女
共
に
、
経
済

「--------

的
・
精
神
的
に
、
ま
た
日
常
生

活
で
、
。
芦
範
だ
け
目
立
で
き
て

い
る
か
が
課
題
で
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
人
の
健
康

の
具
合
や
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
、

男
性
も

女
性
も

い
合
わ
せ
・
・
・
木
幡
河
原
隣
保
館

（
豊
3
3
・
0
5
4
6
）
へ
。

　
（
社
会
教
育
課
・
河
堅
月
少
年
セ

　
ン
タ
ー
・
木
幡
河
原
隣
保
館
）

お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
保
険
料
心
免
除

　
自
分
で
国
民
年
金
保
険
料
か
納

め
る
第
一
号
被
保
険
者
の
う
ち
、

失
業
や
病
気
、
少
収
入
な
ど
で
、

努
力
し
て
も
保
険
料
納
付
が
困
難

な
人
に
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
未
了
。
免
除
を
認

め
ら
れ
た
人
が
そ
の
後
保
険
料
を

納
付
で
き
る
ぷ
つ
に
な
っ
た
と
き

は
、
将
采
有
利
な
年
金
か
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
ぷ
っ
、
免
除
さ

れ
て
い
た
期
間
の
保
険
料
の
一
部

か
全
部
倣
十
年
前
の
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
も
で
き

求
ｙ
。
詳
し
ぐ
は
福
祉
年
金
課
国

民
年
金
係
（
内
線
２
９
９
）
へ
問
い

合
わ
せ
を
。
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
子
ど
も
手
づ
く
り
文
化
祭

　
ク
ラ
フ
ト
・
作
品
展
示

　
こ
丿
石
于
づ
く
り
文
化
祭
〈
ク

ラ
フ
ト
・
作
品
展
示
の
部
〉
を
開

催
し
ま
す
。
展
示
は
夏
休
み
の
作

品
、
ク
ラ
フ
ト
は
。
七
宝
焼
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
つ
ぐ
る
り
″
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
3
E
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
墜
蒔
▼
と
こ
ろ
…
中

央
公
民
館
ｙ
問
い
合
わ
せ
・
・
・
社
会

教
育
課
（
内
線
４
７
５
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
動
物
愛
護
の
催
し

　
９
月
2
0
日
出
～
2
6
日
出
は
動
物

愛
護
週
間
。
動
物
に
愛
情
と
責
任

を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
、
こ
の
機
会
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

次
の
催
し
も
開
か
れ
ま
ず
。

　
　
〈
動
物
・
犬
・
猫
の
健
康
相
談

コ
ー
ナ
ー
〉
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
1
日

倒
、
午
後
し
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ

・
：
宇
治
保
健
所

　
　
〈
勣
物
愛
護
の
っ
ど
い
〉
▼
と

き
・
：
1
0
月
1
3
日
出
、
午
前
1
0
時
半

～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
田
辺
公

園
多
目
的
広
場
（
田
辺
町
役
場
隣
）

▼
内
容
・
：
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
広

場
、
警
察
犬
の
模
範
演
技
、
子
犬
の

譲
渡
会
ほ
か
。
　
（
環
境
保
全
課
）

　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
：
一
…
一
月
８
日
囲
か
ら
2
5

日
凩
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
、
６

回
。
午
後
７
時
半
１
９
時
半
▼
と

こ
ろ
・
・
・
東
宇
治
中
学
校
▼
対
象
…

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
女
性
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し

自
立
を
目
指
し
て

や
む
忿
肘
ず
、
支
え
夕
必
要
と

す
る
場
合
は
あ
り
康
ｙ
。
し
か

し
、
戸
λ
な
状
況
の
人
に
と
っ

て
も
、
ど
れ
だ
け
’
Ｉ
ｎ
-
Ｋ
!
。
を

捨
て
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
で
し
よ
ラ
か
。

　
下
図
の
ぷ
っ
に
、
経
済
面
に

つ
い
て
「
十
分
自
立
し
て
い
る
」

と
答
え
た
の
は
、
男
性
の
三
七
・

二
％
に
対
し
、
女
性
は
九
・
六

妬
に
酒
量
笹
ん
。
「
あ
る
程

度
自
立
し
て
い
る
」
ま
で
含
め

た
『
自
ざ
で
も
、
女
性
は
四

八
・
七
％
（
男
性
は
八
三
・
六

％
）
で
す
。
一
方
、
「
ほ
と
ん
ど

自
立
し
て
い
な
い
」
女
性
は
一

七
・
一
％
（
男
性
は
二
・
四
％
）

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
精
神

面
に
つ
い
て
も
、
男
性
の
自
立

度
が
高
く
、
女
性
の
場
合
は
、

自
ら
を
「
あ
る
程
度
の
自
ざ

と
認
め
て
い
る
ぷ
つ
で
す
。

　
こ
の
ぷ
つ
に
、
現
在
、
男
性

と
女
性
の
自
立
度
に
は
、
大
き

な
差
が
あ
る
の
が
実
情
で
す
。

　
今
、
人
生
八
十
年
時
代
に
向

け
て
、
女
性
も
、
自
分
の
人
生

か
ど
の
ぷ
つ
に
牛
曹
て
い
け
ば

い
い
の
か
か
考
え
、
行
動
m

こ
す
と
き
で
す
。
一
人
の
女
性

が
、
母
や
妻
で
あ
っ
た
り
す
る

こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
自
立
し

経済面の自立

　　　　　　自立していない

　自立している　霖ぷ石¬
ぺ亘⊇捧

　　　　　　　いない
2．4

市
民
歴
史
講
座

萬
福
寺
を
学
ぶ
。

　
中
国
文
化
の
流
れ
多
む
こ

と
で
有
名
な
芭
砺
寺
－
そ
の

創
建
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
宇
治
の
地
に
開
花

し
た
黄
栞
文
化
に
つ
い
て
、
幾

つ
か
の
角
度
か
ら
学
び
毒
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
中

込
み
…
市
民
体
育
課
（
内
線
４
７

８
）
へ
電
話
で
。
（
市
民
体
育
課
）

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
１
日
側
（
運
動

場
）
・
３
日
困
（
体
育
館
）
・
５
日
面

（
運
動
場
）
、
午
後
７
時
半
ト
９
時

半
。
１
日
・
５
日
が
雨
の
場
合
は

体
育
館
で
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
中
学

校
▼
内
容
・
・
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
▼
参
加

費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直

接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
市
民

体
育
課
（
内
線
４
７
８
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）
、

　
冒
険
の
森
わ
ん
ぱ
く
大
将

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
3
0
日
㈲
、
午
前

た
個
人
と
し
て
社
会
に
か
か
わ

る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
ラ
か
。
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

　
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
あ
け
ぼ
の

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
0

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
3
日
出
、
午

前
1
0
時
半
～
午
後
４
時
半
▼
と

こ
ろ
・
：
国
立
京
都
国
際
会
館

精神面の自立
自立していない

　　　　　　　　　　あi'} I 119
　　自立している　　自立していない

感丁貼丿ご

|

|

央
公
民
館
（
第
ｔ
講
は
現
地
学

習
）
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
▼
定
員
：
白
人

　
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…
無
料

（
萬
福
寺
拝
観
料
は
各
自
負
担
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
９
月
2
2
日
出
か

ら
、
中
央
公
民
館
（
雲
2
0
・
1

4
1
1
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

1
0
時
～
午
後
１
時
（
雨
天
中
止
）
▼

と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
冒
険
の
森
▼

対
象
・
：
小
学
生
▼
定
員
・
：
２
０
０

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
４
０
０

円
▼
内
容
・
：
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と

宝
探
し
▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
直
接

会
場
へ
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
ラ
ー
ジ
卓
球
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
６
日
出
・
2
7
日

出
・
Ｈ
月
1
7
日
出
、
午
後
２
時
～

ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
黄
槃
体
育
館
▼

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
1
8
歳
以
上
の
人
▼
定
員
…
4
0
人

（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
…
９
月
2
3
日
間
か
ら

黄
槃
体
育
館
（
〒

6
1
1
五
ヶ
庄
三
番

割
、
豊
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
電
話

　
（
京
都
市
左
京
区
）
▼
内
容
・
・
・

○
特
別
講
演
「
女
と
男
－
汽

構
造
調
整
」
Ｌ

ん
○
ト
ー
ク
「
い
ま
、
何
か
が

始
ま
る
」
―
落
合
恵
子
さ
ん
ほ

か
▼
入
場
料
・
・
・
無
料
▼
問
い
合

わ
せ
…
府
女
性
政
策
課
（
Ｓ
Ｏ

７
５
一
４
１
４
一
4
2
9
3
）

へ
。
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

100(％)50

内容市民歴史講座の日程・

講 月日 テ　ー　マ 講　師

１ 10/ 9心 萬福寺その歴史的背景 花m大学講師　大槻幹郎さん

２ 10/17(40五ヶ庄と萬陥寺 市歴史資料館職員

３ 10/3(㈹ 萬福寺の建造物〔Ｉ〕
京es.大学助教授

　　高僑康夫さん

４ n/24(ij 萬福寿の建造物〔II〕 府文(b財保.≪ii職只　奥野裕tSfさん

５ 12/6 困 黄柴宗の書 大f前女r･大掌丿帥
　　木下政雄さん

か
は
が
き
で
。
　
（
公
園
公
社
）

　
Ｏ
Ａ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
講
座
を
開
准
柔
ｙ
。

申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
4
6
・

０
６
ａ
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

ＯＡ講座の日程・内容

講座名 期　間 Hi!a 時間 回数回
定貝
囚
受講料
　円

ﾉゝソコン

　(ベーシック初級) 10/4 ～　11/ 5 月･木18:30-　21:00 10 10 12.000

ワープロ
　　　　(中級)

10/ 7 ～
　11/25

日 9:30-
　12:00

８ 10 9,600

ワー７口　　(中級)
10/ 1 ～
　10/ 9

>1･火
木･金 9:30～　15:30

６ 20 8.200

お買物の

めやす　

消費者物

価20（

9月分）

　この公表価格は, 9fl初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振興課)

品　目 規　　　格 平均■格
価格状況

最高
価格
最低
ammen比 封的年比

灯　　油
ISt店頭

　　円820 　％ 1.6 　％19.2 　　円876 　　円700

18遼配達 856 1.1 20､4964 780

ガソリンレギュラー1I硯金It') 127 1.6 3.3 133 122
ティッシュ
　ペーノf－

400
枚入1 箱
けり本フクス・スコッティl134 ▲2.2 ▲3.6 200 99

台所用　　ラ･フプ
サランラップ
30cmX 20 m 207 人5.0 5.1 245 125

アルミ
　　ホイル 25CI1IX8 m 159 ▲7.0 8.2 203 101

シャンプー 液体ポリ容8i22＆c
花Ｅエッセンシャル 298 ０

－

299 288

此濯用
　粉iけん 2.4kg 781 ▲5.4 ▲2.1 978 515

ｔ　　肉すきturn中程.度100k 434 0.7 5.3 564 288

la Sけ 切身100g 330 ▲2.5 ▲13.4 513 257

バレイショ男爵loog 27 ０ 12.5 39 17

キャベツ中玉約1kg 239 ▲7.7 43.1360 127

碑　　卵
Ｍサイズバック入
lO個 201 16.9 20.4゚ 2M 131

食用油 日inサラダ油ポリ容器looog 500 4.0 4.4 564 443

しよう池キッコーマン濃口ポ'l容器人II 245 ▲7.5 ▲4.3 276 163

砂　　糖上白八g 242 A0.≫
･ 8.0
276 204

小麦粉 日清小麦扮フラワー1 kg（i≫力扮) 203 1.5 l.O 245 163

インスタント
　コーヒー

ネスカフエエクセラ
呟入150g 839 ０．８▲1.9 894 708

み　　そタヶヤミソllg343 ▲0.9 ▲2.0 410 276

食'･ン 普通品1斤Iスライスしたもの） 17( 0.6 0.6 185 132

洗;(代
ワイy ャツ・
白の長そで 171

０．６ 3.0 206 140
▲印は減

1163

河原解放文化祭を開催

サ
ン
フ
ェ
ス
タ
宇
治
'
9
0

コ
ン
テ
ス
ト
出
楊
者
募
集

大
久
保
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

利
用
者
追
加
募
集
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異常がなくても

…

Ｉ
一
一
争
－
自
一
一
Ｉ
ｓ
一
ｓ
一
ａ
ｌ
●
●
ａ
一
一
●
●
●
ｌ
一
一
一
一
一
―
一
孝
ｓ
一
一
一
ａ
一
●
●
●
●
●
一
一
一
一
●
●
一
―
一
一
●
一
一
ｓ
ａ
●
一
一
●
一
ゆ
Ｉ
一
一
一
一
一
一
畳
畢
一
一
睡
一
一
ｌ
ａ
ｌ
一
●
●
一
一
ｓ
－
一
●
●
●
Ｉ
Ｉ
ｅ
一
署
一
一
一
あ
一
一
一
一
ａ
一
一

　
　
が
ん
は
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
年
に

・
●
Ｉ
●
●
●
Ｉ
Ｉ
一
一
一
自
署
－
一
一
一
ｓ
●
一
●
一
一
Ｉ
●
一
●
Ｉ
一
一
一
一
一
Ｉ
◆
一
ａ
－
●
●
●
一
■
自
●
●
●
●
一
－
一
一
Ｉ
Ｉ
ｅ
一
香
香
一
一
一
一
一
一
申
●
●
一
●
●
一
一
ゆ
Ｉ
畢
◆
・
・
ａ
ａ
一
一
●
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一
・
・

　
一
度
は
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
市

一
●
一
一
一
一
一
Ｉ
Ｉ
い
一
一
Ｉ
一
一
巻
ａ
一
一
●
一
・
ｅ
ｌ
●
●
Ｉ
Ｉ
一
一
一
香
香
ｓ
ａ
一
一
一
一
一
ｌ
ｓ
一
一
●
●
●
Ｉ
Ｉ
一
一
・
一
一
一
あ
Ｉ
Ｉ
・
・
一
一
一
一
・
●
●
●
●
●
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
一
・
一
暑
署
・
一
ａ
ａ
一
－
－
９
あ
ａ
あ
ａ
●
一
一
一
一
一
●
●
Ｉ
一
一
●
Ｉ
●

で
は
春
と
秋
の
二
回
、
胃
が
ん

・

乳
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
異

一
●
●
Ｉ
血
ｓ
一
一
一
一
一
一
一
１
ｓ
ａ
ａ
一
一
一
Ｉ
Ｉ
一
●
●
Ｉ
一
一
一
を
・
Ｉ
・
一
畳
ａ
一
一
ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
●
●
●
Ｉ
Ｉ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
畳
―
一
一
一
ａ
一
●
ａ
●
●
●
●
Ｉ
Ｉ
申
一
一
一
一
一
一
畳
・
・
・
一
一
一
一
●
●
一
ｓ
一
一
●
●
●
・
－
ｌ
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
●
●
一
Ｉ
Ｉ

常
が
な
く
て
も
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
、
安
心
し
て
毎
日
を
送
れ
る

一
一
一
●
一
●
一
●
●
一
９
一
一
一
巻
一
一
一
Ｉ
一
一
一
●
ｌ
ｌ
ｌ
一
●
●
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
－
一
噛
Ｉ
一
一
一
●
●
１
１
一
－
●
●
●
Ｉ
Ｉ
●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
あ
一
一
一
一
一
一
・
一
・
一
―
一
●
●
一
●
●
－
●
Ｉ
ゆ
一
一
一
香
香
・
１
一
一
ａ
一
一
一
一
一
―
一
一
●
●
一
一
一
一
●
Ｉ
一
一

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
秋
の
胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
内
容

・

受
診
方

・
Ｉ
・
・
－
一
・
●
●
幽
・
ゆ
●
一
一
・
Ｉ
・
一
一
一
一
一
一
孝
ｓ
一
一
●
一
Ｉ
一
一
●
1
1
1
1
巻
あ
Ｉ
一
一
一
・
一
一
●
●
●
●
一
一
●
●
・
・
ｆ
一
一
●
●
・
・
一
畢
◆
ゆ
あ
一
一
一
一
巻
●
一
●
・
１
・
ゆ
・
・
●
●
●
●
Ｉ
ゆ
●
一
一
一
畢
畢
あ
あ
Ｉ
ａ
署
一
一
ａ
－
一
一
・
・

法
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
。
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
福
祉
課
健
康
管
理

・
自
自
1
1
1
1
1
1
自
自
1
1
1
1
1
一
一
一
一
一
争
争
一
一
自
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
を
ｌ
ａ
・
―
・
―
－
－
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
晋
φ
一
一
Ｉ
Ｉ
晋
一
香
香
香
・
１
４
・
ｌ
ｌ
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一
Ｉ
●
・
・
φ
§
・
・
一
‐
Ｉ

係
（
内
線
３
６
０
）
へ
。
な
お
、
各
会
陽
と
も
収
で
刀
暇
陽
は
ご
袁
急

く

だ

さ
い

（
高
齢
者
福
祉
課
）

胃がん・乳がん検診の実施要項

会

場

受

診

方

法

申
し

込

み

受

け

付
け

申

し

込

み

検

診

料

検

診

内

容

対

象

／

胃

が
ん
検

診

の
日

程

表

の
と

お
り

指市

定か

のら

日送
時付
にす

会る
場受

へ診
　票

　に

　必
　要

　事
　項

　を
　記

　入
　し

　て

次９
第月

締21

め日
切吻

りか
－ら

　一
　定
　貝

　II

　７
　５

　０

　人

　に
　な
　り

▽か▽

来封郵
庁m送

ヨでヨ

高　゛左
齢高記

者齢の

福者書

祉福式

課祉に
窓課従

□へっ

へ　て
　　記

　　入
　　し

　　は

　　が
　　き

　５

　０

　０
　円

　－
　当

　日
　会

、場
　で

　免

　除

　事
　項

　あ
　リ

　※　－

胃

部

レ

ン
ト

ゲ

ン
間

接
撮
影

せ40

ん歳
一以

　　上

　　の

　　市
　　民

　　一
　　春

　　に

　　受
　　け

　　た
　　人

　　は

　　受
　　け

　　ら

　　れ
　　ま

胃

が

ん

検

診

保

健
医

療

セ

ン
タ

｜

指市
定か

のら
日送

時付

にす

会る

場受

へ診
　票

　に

　必
　要

　事
　項

　を
　記

　入
　し

　て

な９

り月

次21

第.日゛
.締(羽

めか
切ら

り＿
一定

　　貝

　　I

　　1

　　日
　　１

　　２
　　０

　　人
　　－

　　に

▽か▽
来封郵

庁'書送
五でＥ

高高左

齢齢記

者者の

福福様

祉祉式

課課に
窓へ従
□　　っ

へ　て
　　　記

　　　入
　　　し

　　　は

　　　か

　　　き

３
０

０
円

－
当

日
会

場
で

免

除

事
項

あ
り

※
－

問

診

触

診

視
診

30

歳
以

上

の

女
性
一
市
民

に
限

る
－

乳

が

ん

検

診

※
検
診
料
免
除
事
項
・
：
①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
～
6
9
歳
で
医
療
受
給
者
証
を
持
つ
人
③
生
活
保
護
受
給
者

　
④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
免
除
事
項
に
つ
い
て
は
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

　
　
ｅ
ｓ
ｓ
　
一
一
ｅ
Φ

　
は
が
き
か
は
が
き
大
の
用
紙
（
1
0
一
×
1
5
一
）

一
枚
に
一
人
・
一
検
診
だ
け
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

表（あて先）

郵便はがき

　　　固ffl国ロロ

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所

高
齢
者
福
祉
課
行

□

･ ●●･ ●●
●●●･ ●●･ ･ ●●●●●●●●●

裏（胃がん検診用）

胃がん検診申込書

性別

年齢

氏名Ｕ.りヵ‘な'

生年月日

住　所

電話番号

第i希望　月　日〔会場名〕

第2希望　月　日〔会場名〕

第3希望　月　日〔会場名〕

※右記の検診料免除事項に

　該当する人はその番号を

　書いてください。

裏（乳がん検診用）

　乳がん検診申込書

氏名(ふりヵ･な)

生年月日　　年齢

住所

電話番号

第１希望　　月　　　日

第２希望　　月　　　日

第3希望　　月　　　日

※右記の検診料免除事項に

　該当する人はその番号を

　書いてください。

９月21日～30日

秋の全国交通安全運動

忘れませんベルトとマ

ナーと思いやり

　
本
日
か
ら
元
月
三
十
日
聞
ま

で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
重
点
目
標

は
▽
若
年
運
転
者
に
よ
る
二
輪

車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
転
の

防
止
▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し

い
。
着
用
の
徹
底
▽
迷
惑
駐
車
対

策
の
推
進
の
三
点
で
す
。

本市の交通事故発生状況

　　(平成２年上半期)'

へ 上半期 前年比

発生件数 461件 －１

死者数 4人 －３

負傷者数 588人 －26

　
共
済
会
費
五
百
円
（
一
年
間
）

で
、
万
一
交
通
事
故
や
火
災
に

遭
っ
た
時
に
、
応
急
の
牛
居
資

金
（
見
舞
金
）
が
支
給
さ
れ
る
宇

治
市
交
通
災
害
共
済
・
火
災
共

済
。
市
で
は
た
だ
食
平
成
二

年
度
の
予
約
加
入
を
一
斉
に
受

け
付
け
て
い
未
了
。
市
民
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
共
済
期
間
・
・
・
平
成
２
年
1
2
月

　
１
日
～
３
年
Ｈ
月
3
0
日

▼
共
済
会
費
・
：
交
通
災
害
共
済

　
＝
人
８
０
円
、
火
災
共

　
済
―
Ｉ
ロ
５
０
０
円
（
１
世

　
本
市
に
お
け
る
交
通
事
故
発

生
状
況
は
左
上
表
の
と
お
り
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
厳
し
い

状
況
に
あ
り
毒
ｙ
。
特
に
若
者

の
事
故
は
多
発
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
二
輪
や
四
輪
の
無
謀

運
転
に
よ
る
も
の
が
目
立
ち
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
に

は
、
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
、

地
域
・
職
場
・
家
庭
を
あ
げ
て

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
み
ん
な
の
力
で
交
通
事
故
を

な
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
期
間
中
の
行
事
〉

○
交
通
安
全
早
朝
啓
蒙

　
　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
1
日
図
、

　
午
前
７
壁
Ｔ
８
時
半
▼
と

　
こ
ろ
・
：
近
鉄
大
久
保
・
小
倉
、

　
京
阪
宇
治
の
各
駅
前

ｏ
交
通
安
全
の
誓
い
・
風
船
上

　
げ

　
　
▼
と
き
…
９
月
2
5
日
脚
、

　
午
前
1
0
時
4
0
分
～
１
１
一
時
2
5
分

　
▼
と
こ
ろ
・
・
・
菟
道
小
学
校

○
三
色
パ
ト
ロ
ー
ル
（
迷
惑
駐

　
車
追
放
パ
ト
ロ
ー
ル
）

　
　
▼
と
き
…
９
月
９
７
一
日
困
、

　
午
後
６
時
～
８
時
半
▼
と
こ

　
ろ
…
西
宏
福
区

○
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

　
　
▼
と
き
・
・
・
９
月
3
0
日
面
ま

　
で
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

　
ロ
ビ
ー
　
　
（
交
通
対
策
課
）

　
帯
２
ロ
ま
で
）

▼
申
し
込
み
…
次
の
い
ず
れ
か

　
の
方
法
で
○
町
内
会
・
自
治

　
会
を
通
し
て
（
た
だ
今
、
会
長

　
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
申

　
込
書
を
各
ご
家
庭
に
配
布
中
。

　
申
し
込
み
期
間
は
1
0
月
3
1
日

　
團
ま
で
）
○
市
内
各
金
融
機

　
関
（
郵
便
局
は
除
ぐ
）
の
窓

　
口
で
○
市
役
所
交
通
対
策
課

　
の
窓
口
で

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
交
通
対
策
課

　
（
内
線
２
７
８
）
へ

　
　
　
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

1164

胃がん検診の日程

　
秋
の
胃
が
ん
検
診
名
行
い
ま
す
。
日
程
は
左

表
の
と
お
り
。
春
に
驀
ｙ
９
れ
な
か
っ
た
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
希
望
者
に
対
し
て
大
腸

が
ん
検
診
（
実
施
主
体
は
早
急
久
世
医
師
会
）

も
行
い
未
了
。

会　場 月　　　　　日

保健医療センター 10/11附、20(10,11/17(10

六地m,公会堂 11/16(^

木幡公民館 10/9(火,11/14(M

宇治小学校 I0/18昶

三室戸集会所 lo/iz勿

城南荘集会所 li/is附

開公民分館 11/13(幻

小倉小学校 10/19tiS

伊勢田小学校 lo/n俐

南小倉小学校 10/15(11)

広野公民館 10/8 01)

棋島小学校 10/16火

胃
が
ん
検
診
会
場
で

　
大
腸
が
ん
検
診
を
実
施

　
昨
年
度
の
大
腸
が
ん
検
診

受
診
総
数
千
二
百
六
十
三
人

中
、
大
腸
が
ん
が
一
人
、
大

腸
ポ
リ
ー
プ
は
八
人
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
二
つ
欠
Ｂ
せ

る
と
、
昨
年
度
の
胃
が
ん
検

診
に
お
け
る
胃
が
ん
発
見
率

と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
食
事
の
多
様
化
に

よ
り
、
大
腸
が
ん
は
ま
す
ま

す
多
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
・

ま
す
。
次
の
ぷ
Ｚ
改
状
の

あ
る
人
は
、
検
診
か
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
回
血
便
が
出
る
（
痔
だ
と

思
っ
て
い
る
と
大
腸
が
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
あ
る
）
○
腹

痛
豪
た
は
便
通
異
常
が
あ
る

　
（
便
秘
ま
た
は
便
秘
と
下
痢

を
繰
り
返
し
て
い
る
）
○
下

腹
部
に
不
快
感
が
あ
る

　
〈
実
施
要
項
〉

　
▼
対
象
・
・
・
4
0
歳
以
上
の
市

民
▼
検
診
内
容
・
・
・
便
潜
血
反

応
２
回
（
２
日
間
）
▼
検
診
料

…
1
0
0
0
円
（
免
除
事
項

な
し
）
▼
申
し
込
み
営
に
付

け
・
・
胃
が
ん
検
診
実
施
時
に

会
場
で
▼
実
施
主
体
…
宇
治

久
世
医
師
会
▼
間
公
Ｂ
せ

・
・
・
京
都
が
ん
協
会
（
ａ
０
７

５
一
？
１
・
9
1
3
1
）
へ
。

･ ･ ●●●･ ●●･ ●●●●●･ ･･ ●

　
秋
の
乳
が
ん
検
診
竃
下
表

の
日
程
で
行
い
未
了
。

　
乳
が
ん
に
ょ
る
死
亡
は
戦
後

急
激
に
増
加
し
て
い
ま
ふ
、

早
期
が
ん
で
は
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
彭
落
し
て
い
ま
す
。

乳がん

三
十
歳
に
な
っ
た
ら
年
に
一
度

は
市
の
検
診
を
翼
け
、
月
に
一

度
は
自
己
検
診
す
る
習
慣
を
付

け
ま
し
ょ
う
（
自
己
検
診
の
方

法
は
左
図
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
）
。

月
に
一
度
は
自
己
検
診

弓

異
常
は
逃
さ
ず

　
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

一
度
は
自
己
検
診
を
。
　
〈
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〉

○
生
理
後
一
週
間
目
に
。
　
　
①
鏡
の
前
に
立
ち
、
腕
を

　
ａ
閉
経
し
た
人
は
日
夕
沃
め

　
　
て
。

＊
小
さ
い
、
痛
み
の
な
い
し
こ

　
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

＊
少
し
で
も
異
常
に
気
付
い
た

　
ら
専
門
医
（
外
科
）
へ
。

下
げ
た
姿
あ
ｙ
王
げ
た
姿
勢
で

正
面
、
側
面
、
斜
め
と
写
す
。

左
右
の
形
、
乳
房
の
位
置
、
く

ぼ
み
、
ひ
さ
つ
れ
、
た
だ
れ
な

ど
な
い
か
（
図
１
）
。

　
②
あ
お
む
け
に
寝
て
、
調

の

　
乳
が
ん
検
診
の
日
程

1
0
月
（
○
が
実
施
日
）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ④ ⑤ ６

７ ⑧ ③ 10 11 ⑩ 13

14 ⑩ ⑩ 17 ⑩ ⑩ 20

21 ⑩ ⑩ 24 ⑩ ⑩ 27

28 ⑩ ⑩ 31

べ
る
側
の
肩
の
下
に
薄
い
座
布

団
を
敷
く
。
乳
房
の
反
対
側

の
手
で
（
尤
累
そ
う
を
）
、

静
か
に
軽
く
圧
迫
し
な
が
ら
鵡

遍
な
ぐ
触
れ
る
（
こ
の
時
つ
ま

ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
）
。
内
側
半

分
は
腕
奎
頭
の
後
方
に
ト
ぼ
て
、

外
側
半
分
は
腕
を
目
然
の
位
置

に
下
げ
て
（
図
２
）
。

　
③
わ
き
の
下
に
し
こ
S
i
が

な
い
か
（
図
３
）
。

　
④
乳
首
を
軽
く
つ
ま
む
。

血
液
の
よ
シ
な
異
常
な
液
が
出

な
い
か
（
図
４
）
。や

ぎ
･

に
」

わ
ず
か
な
負
担
で
ま
さ
か
の
安
心

交
通
災
害
・
火
済
共
済

予
約
加
入
受
け
付
中
．

胃
が
ん
検
診

乳
が
ん
検

診

申
込
は
が
き
（
用
紙
）
の

書
き
方
に

年に一どは検診を　胃が

ん・乳がん
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